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研究成果の概要（和文）：　本研究では2000年代以降の労働政策や女性政策の政策過程を分析し、政党間競争お
よび政党内競争が新しいアイディアの採用に影響を与えていること、また政官関係や統治機構改革により、従来
の政策過程とは異なるアクター、アイディアの参入がみられることを明らかにした。
　また自民党における女性の役割と影響力についても調査した。1980年代まではほとんど参議院に活躍の場が限
られていた自民党所属の女性議員であったが、90年代以降は衆議院でも少しずつ増え、政界に入る前の前職も多
様化している。また女性局の活動も、近年は動員だけでなく政策提言も行うようになり、自民党の家族政策に一
定の影響を与えている。

研究成果の概要（英文）：   By investigating labor policies and women's advancement policies since 
the 2000s, I found that the intensified party competition has promoted the introduction of new 
policy ideas regarding women and employment. Also, recent reforms in the executive-legislative 
relations as well as governance structure have changed the influences of competing ideas and actors 
proposing them.
   This study also examined roles and influences of women in the Liberal Democratic Party. The 
number of female MPs in the LDP has gradually increased since the 1990s even in the Lower House, and
 their expertise based on previous careers has widened to some extent. In addition, the women's 
bureau of the party started to propose policy programs on family since the mid-2000s, which seems to
 have some impact on party programs.

研究分野：ジェンダーと政治
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまでの研究において、政
治アクターの提示するアイディアと言説の
内容分析を行い、家族主義福祉レジームにお
けるアイディアの対立軸と、そこで提示され
る言説がどのようなジェンダー規範を構築
しているのかを分析した。しかし、そのアイ
ディアや言説が形成される政治的領域がど
のように構成されているのかという政治構
造、およびアイディアが具体的な政策として
決定される際の制約／促進要因として機能
する政治制度の分析、そして制度に制約され
つつ政治アクターがとる戦略的行動とその
成否を決める要因についての分析を体系的
に行うことはできていなかった。 
日本政府は現在、男性稼ぎ主型を前提とし
た家族主義福祉レジームの改革の必要性に
迫られているが、政治および社会におけるア
イディアや言説の変化がそのまま政策変化
につながるわけではない。とりわけ、これま
でに形成されてきた政治システムに、ジェン
ダーの規範が埋め込まれている場合、政策の
変化は政治システムの変化と不可分であろ
う。 
そこで、政策の形成と実施を通じて社会に
おけるジェンダー関係・規範の構築に寄与す
る政治システムがどのように構成され、また
どう変わりつつあるのかという「ジェンダー
秩序」の政治社会学的分析が必要であるとの
着想に至った。 
したがって本研究では、戦後日本の政治経
済構造に顕著なジェンダー秩序がどのよう
に形成されたのかを保守政党の役割に注目
しながら明らかにすること、また 1990 年代
以降のさまざまな政治・行政制度の改革およ
び政治経済社会構造の変容を背景にして、ジ
ェンダー秩序にどのような変容が起こって
いるのかを政党政治や政策過程の変容を追
跡することで明らかにすることが必要と考
えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、戦後日本政治のなかに埋
め込まれてきたジェンダー秩序の特徴とそ
の変容について、「ジェンダーと政治」の政
治社会学および比較政治学の枠組に基づき
ながら、保守政党、行政府、地域政治におけ
るジェンダー秩序形成機能に注目して明ら
かにすることであった。 
具体的には、①自民党内組織における女性
の位置付けおよび党内の政策形成過程にお
ける影響力行使、②ジェンダー関連政策を管
轄する行政機関の制度的権限、アイディアの
形成と政策への入力過程、③地域コミュニテ
ィにおける政党、行政、市民集団間の関係と
ジェンダー秩序、という三点について 55 年
体制後期（1970 年代～93 年）の特徴を明ら
かにするとともに、それがポスト 55 年体制
期（1994 年以降）にどのように変容してい
るかを分析することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 資料文献調査およびインタビュー調査を
通じ、上記研究目的の①から③を明らかにす
るとともに、国際比較のために海外諸国のジ
ェンダー政治に関する文献を収集、検討した。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果としては、政党間競争がジェ
ンダー関連政策の形成に与える影響に関す
る成果、自民党における女性の位置付けに関
する成果、地方政治レベルにおけるジェンダ
ー秩序の変化に関する成果に分けることが
できる。 
 
(1)2000 年代以降の労働政策や女性政策（と
りわけ女性活躍推進政策）などの政策過程に
おいて、政党間競争の強化、およびそれと連
動した政党内競争が影響を与えていること、
また政官関係や統治機構改革が、政策過程に
入力されるアイディアの変化につながって
いることを指摘した。これらの研究成果につ
いては、国内外の学会で報告した上で、学術
論文として出版した。 
 
(2)自民党における女性の組織化、活動、政
策影響力についての調査を行い、党組織にお
ける女性部／女性局の活動内容とその変化
について追跡した。これにより、女性活動家
の組織化にあたり女性向け党機関紙が一定
の役割を果たしてきたこと、近年、党内女性
局が政策提案を行うようになってきたこと
等が明らかになった。また自民党所属の女性
議員については前歴（キャリア・パス）の一
覧表を作成し、55 年体制の前と後で自民党女
性議員の経歴に変化がみられることを指摘
した。これらの研究成果の一部については国
内外の学会において報告した。またその成果
の一部は、分担執筆の学術書として平成 30
年度中に出版される予定である。  
 
(3)地方政治レベルにおけるジェンダー秩序
の変化として、以前からの研究に引き続き、
女性首長の経歴調査と事例分析を実施した。
これを通じて、家族主義レジームに埋め込ま
れてきた性別役割分業が、日本における女性
政治家候補の輩出ルートを特徴付けてきた
こと、また地方政府においてケアがアジェン
ダ化したということと地方分権化という環
境要因の変化が、近年の女性首長の登場を後
押ししていることを明らかにした。この成果
は英語論文として出版された。 
 
(4)今後の展望 
 本研究では、政策過程、政党組織、および
政治代表に関してジェンダーの観点から個
別事例の分析を行ってきた。これらの成果を
受けて、現在、保守政党が長く政権を担って
きた日本におけるジェンダー秩序の形成と
その変化のメカニズムについて、一貫した分



析枠組で記述・分析を行い、成果を論文にま
とめる作業を行っている。男性稼ぎ主型、保
守政党の中心性という点で類似した特徴を
もつ他の先進諸国（ドイツ等）との比較につ
いてもさらに進めていく必要がある。 
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